
■ 巻頭言 

■ 特別寄稿 

■ 多摩川スケッチ散歩（15） 

■ 多摩川に学ぶ 

■ 多摩川散歩 

■ 私と多摩川 

■ 歴史・多摩川 

■ インフォメ多摩川 

■ 財団からのお知らせ 

　　　助成研究募集のご案内 

2 

3 

4 

6 

7 

8 

9 

10 

 

13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 60年にわたる私の気候学研究のなかで、最も

力をそそぎ、日本ばかりでなく世界各地の気候解

明に少しでも役立ったかなと思う分野は、“小気候”

あるいは“局地気候”と呼ばれる狭い地域スケー

ルの現象の研究である。 

気候と気象を混同される場合もあるが、厳密に

言うと、気象はある時刻における大気現象・天気

である。気候とは 1年を周期として繰り返される

大気現象で、人間の生活や社会、動植物の生育に

関係する。したがって、“今日の気候はよい”とい

う表現は間違いである。例えば、地球温暖化などは、

長い時間、数十年以上の気候現象の代表的なもの

である。 

多摩川は全長約138km、流域面積1,240km2だか

ら、流域全体がちょうど小気候、局地気候の研究

対象として好適である。また水源地域は海抜2000

ｍを越えない。高山を含まないので、海抜高度差

以外の条件が強くでて複雑にはなるが、かえって

研究対象としては興味がある。 

多摩川流域全体としては関東平野の西側の関東

山地から丘陵地域、さらには関東平野部に、西北

西から東南東方向に細長く位置する。したがって、

移動性高気圧に覆われた好天の条件下、あるいは、

夏に小笠原高気圧（北太平洋高気圧）に覆われた

好天の条件下では、日中は相模湾から進入した南

よりの海風が次第に関東山地付近で南東～東南東

になり谷風として山麓の丘陵地から西部山地に向

かう。夜間は逆に、西部山地から山風は谷間では

西北西の風となって流出し、丘陵地域から平野部

では北よりの関東平野部の陸風と合流して相模湾

へ向かう気流となる。多摩川最下流部では西北西

の陸風として東京湾に吹きだす。温帯低気圧・熱

帯低気圧・台風が来たような悪天のときにはこの

ような関東平野と相模湾・東京湾・鹿島灘を含む

ようなスケールの気流は発生しない。まして、多

摩川流域の地域スケールでは、地域差は小さい。 

「多摩川誌」（1986）によると、多摩川流域の気

候は 5地域（Ａ～Ｅ）に区分される。すなわち、

上流――地域Ａ：西部山地（日の原村以西）。地域

Ｂ：山麓丘陵地域（あきるの市以西）。中流――地

域Ｃ：内陸中流地域（武蔵野市以西。日野市・国

立市を中心とする）。下流――地域Ｄ：準都市気候

地域（石原より下流域）。地域Ｅ：都市気候地域（田

園調布より下流）。 

各地域における

“小気候”・“局地気

候”のスケールの

問題点は次のとう

りである。（１）都

市気候地域の拡大

――上記の地域Ｄ，

Ｅが日中・夜間の

高温、いわゆる東

京のヒートアイラ

ンドが強化されるのにともない拡大する。（2）緑

地の減少――日中と夜間の気温差が小さくなって

くる。極端な高温が増加し熱中症などが増えてくる。

（3）夜間の陸風・山風の弱化――海岸部では都市

化により、山地部、山麓丘陵部は緑地の減少によ

り夜間の温暖化傾向がつよまり陸風・山風が弱く

なり、また吹走時間がへる。大気汚染物質の停滞

を招くおそれがある。（4）洪水・土石流などの増

加――強雨・豪雨の増加、居住人口増加による被

害が深刻化する。 

さらなる研究が必要である。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
公益社団法人日本地球惑星科学連合（Ja p a n  

Geoscience Union; JpGU）は、地球惑星科学という学
問を研究する研究者や、この学問に関心をもつ方々を
会員とする学術団体です。 
地球惑星科学を構成するたくさんの分野や関連分野

の研究をする研究者・技術者・教育関係者・科学コミュ
ニケータ、そのほか地球惑星科学分野に関心をもつ学
生や一般市民の方々が個人会員として加入しています。
2014年 11月 1日現在，個人会員数は8,000名を超え、
関連する50の学協会が団体会員として加盟しています。 
地球惑星科学という学問は、地球物理学、地質学、

鉱物学、地理学などの幅広い学問分野が集まったもの
で、さらにそれぞれの分野が気象学、地震学、火山学、
岩石学、堆積学、古生物学、陸水学、地形学・・・な
どに細かく分かれています． 
わが国には地球惑星科学に関連する学協会がたくさ

んあります。日本地球惑星科学連合は、それらを束ね
る組織として2005年に発足しました。2008年 12月 1
日には法人化され、2011年 12月 1日に公益社団法人
日本地球惑星科学連合となりました． 
学術活動の中心となるのは，地球惑星科学全体をサ

イエンスの視点から大まかに区分した「宇宙惑星科学」
「大気水圏科学」「地球人間圏科学」「固体地球科学」
そして「地球生命科学」の5つのサイエンスセクショ
ンです． 
主な活動の一つに、毎年春に開催する学術大会「日

本地球惑星科学
連合大会」、通称
「連合大会」があ
ります。2014 年
の連合大会は 4
月末の 5 日間、
神奈川県のパシ
フィコ横浜会議
センターで開催
し、7,000 名以上
の来場者が集ま
りました。口頭
発表とポスター
発表を合わせて
3,800 件もの発表
があり、最新の
研究成果につい
ての発表と熱い
議論がなされま
した。 

もう一つの学
術活動として、
2014年4月にオー
プンアクセス電
子ジャーナルの
「Progress in Earth 
a nd  P l ane t a ry  
Science」（略称
「PEPS」）を創刊
し、世界中の地
球惑星科学研究者からの最新の研究成果を取りまとめ
た学術論文の投稿募集を開始いたしました。 
ところで連合大会では、「パブリックセッション」
という一般の方向けの公開セッションも開催していま
す。一般の方々や学部生、高校生等にも地球惑星科学
の成果を広くお知らせすることを目的としています。
このパブリックセッションはどなたでも無料でご参加
いただけます。次回 2015 年の大会は 5月 24日（日）
～ 28日（木）に千葉県幕張市幕張メッセ国際会議場
で開催いたします。ご関心のある方は、ぜひ足をお運
びいただき、最新の地球惑星科学の成果に触れてみて
ください。 
また他にも、毎年秋冬には一般の方向けの講演会を
行っているほか、ニュースレター誌を年4回発行して
います。 
このように、日本地球惑星科学連合は、日本の地球
惑星科学コミュニティーを代表し、国際的な連携、社
会への情報の発信、関連する分野の研究活動と情報交
換の促進などさまざまな活動を通じて、地球惑星科学
全体の振興と普及に寄与することを目的として活動を
行っています。加盟学協会とも連携しながら、わが国
の地球惑星科学を活性化し、将来的にはアジア・オセ
アニアを拠点とする世界の中の基軸のひとつとなるこ
とを目指しています。 
日 本 地 球惑星科学連合ホームページ：





 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
府中水辺の楽校では、小学生とその保護者が参加

する水辺の楽校を通して、自然体験が少ない若い親
世代も子どもと一緒になって川の危険と安全を遊び
ながら学習することによって川に慣れ親しみ、身近
な自然の大切さを学ぶ貴重な機会を提供しています。 
「水辺の楽校」は、「水辺で学ぶ学校」であり、学
校といっても校舎や教室はありません。「川」そのも
のが教室であり、先生です。川遊びをしたり、生き
ものや植物などを観察したりしながら、机の上では
学べない色々なことを学びます。楽しみながら学ぶ
ことを大切にしている「楽校」です。 
「水辺の楽校」を管理・運営しているのは、河川管
理者（国）と自治体、市民、学校などで構成する運
営協議会です。地域が一体となって子ども達と水辺
の関係を考え、地域の特色を生かした取組みを行い
ます。  
水辺の楽校は、全国で約 300 か所、多摩川流域で

は 20か所で活動されております。多摩川での水辺の
楽校といっても、源流から河口まで地域の特性を生
かし、それぞれ特色のある水辺の楽校を展開してい
ます。府中水辺の楽校は、多摩川河口から約32kmの
中流左岸、大丸用水堰周辺の水辺で活動をしています。 
府中水辺の楽校は、自治会、小学校、国土交通省、

市民団体、市教育委員会などが構成する運営協議会
で成り立っています。委員の方には、子どもの頃か
ら多摩川で遊び、府中の多摩川のことをよく知って
いる方も多くいます。その他には、植物、昆虫、鳥、
石に詳しいスタッフが協力しています。経験を持っ
た市民、自治会、学校教諭や市民団体など多種多様
な人材が集まり、多摩川漁業協同組合や府中市郷土
の森博物館（公益財団法人府中文化振興財団）など
と連携した事業活動を実施する体制を作っています。 
また、活動場所となる多摩川大丸用水堰に近い矢

崎小学校においては、学校をあげての協力体制が得
られており、多くの先生がイベント時に協力してく
れています。 
年間の活動は6月に指導者を対象とした安全講習会

からスタートします。講習会では、とどろき水辺の
楽校の協力で安全管理に対する知識の習得と、意識
向上を目的に実施しています。6月から1月まで、ほ
ぼ1か月に1回のペースで、イベントを実施していま

す。夏場は、ガサガサ魚
とりや魚のつかみどり、
カヌー体験など川の中で
の活動を中心に行います。
夏休みには、多摩川源流
研究所の協力により、山
梨県小菅村にて 1泊 2日
の多摩川源流体験教室を
開催しています。秋には、
昆虫採集、キクイモ探し、
冬には河原の石を探して、
オリジナルの石の標本箱
を作ったりと、四季の変
化を感じながら、多摩川
から様々なことを学んで
います。 
昨年から多摩川の下流
について学んでみようと、だいし水辺の楽校の協力
で大師河口干潟で観察会も実施しています。 
また、府中の水辺の楽校の特徴の一つとして、市
内の小学校の3～ 4年生が行う総合的な学習の時間の
協力をしています。各学校の学習テーマにあわせな
がら、自然観察や体験学習の支援をしています。 
2月には、1年間の活動を報告する活動発表会を行
います。年度当初に小学3年～6年を対象に募集した
子ども実行委員と子ども実行委員を卒業した中学生（チ
ューター）が、それぞれのイベントの感想を盛り込
んで、子ども達主体の発表会を実施しています。 
年間の活動実績としては、8～ 9回程度のイベント
開催と、小学校の総合的学習の時間で、小学校5～ 6
校に 15回程度の支援を行っています。繰り返し楽し
みに参加してくれる親子もいます。参加した大人の
方が夢中になってしまう光景もよく見られます。 
平成25年度は、イベントと小学校の支援をあわせて、
延べ1,827名の参加がありました。 
府中水辺の楽校は、平成18年 7月 22日に第 1回イ
ベントを開始してから、今年で 9年目となり、来年
10周年を迎えます。昨年の9月 14日には、累計参加
者数が、1万人を突破しました。 
これからも多くの子ども達が身近な多摩川で楽し
く学べるよう取り組んでいきます。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多摩川源流大学は 2006年から小菅村と東京農業大

学が中心になって実施している学生や社会人に「体験
実習」を提供するプログラムです。 
小菅村全部を大学キャンパスに見立てて農業や森林･

森林林業、生活文化について実際に体験をしながら学
び自分の生活を見直すことを目的にしています。 
実習の先生には大学の先生や各方面の専門家はもち

ろん、村の皆さんにも登場頂き参加者の指導を行って
おります。このプログラムの卒業生は、日本各地で地
域おこしや地域を元気にする仕事に従事しています。 
 

＊ 何が学べるの？ 
座学では農山漁村の現状や現在の社会の動き等を農

大の先生や専門家から学びます。そして、その知識を
小菅村で実体験として学び、より深い理解をします。
より学びたい学生には村に何度も訪れ、地域課題の解
決について考える授業や、地域の魅力を生かした商品
開発の授業を受講することも出来ます。 
 

＊ 他大学と連携し村内イベントを開催！ 
もっと多くの人に小菅村の魅力を知ってもらおうと、

村内をのんびり歩いてもらい、村の方々のお家で交流
を深めてもらうイベント「こすげお散歩ゆ～の路」を
9月21日（日）に開催しました！村内で活動する様々
な大学が小菅村の美味しいものを使った店を出店し普
段の活動報告を行いました。 
 
＊ 村唯一の長作たんぼ今年も豊作！ 
源流大学の授業だけでは飽き足らず、村を好きにな

った学生たちが組織して創った「源流放課後の会」こ
の学生たちの重要な活動の一つに「田んぼの維持と稲
作」があります。 
35 年間田んぼのなかった小菅村で学生と住民の方

が一緒になって復活させた村で唯一の田んぼです。毎
週のように村に通って育てたお米が今年も無事できま
した。 
 
＊ リニューアル！多摩川源流大学HP 
つまらない！ 更新されない！ なにをやってるかわ
からない！ でおなじみだった多摩川源流大学のホー
ムページが、執筆陣も新たにようやくリニューアルい
たしました。 
小菅村や多摩川でできる面白いことや疑問の解決、
チャレンジ企画などについて、スタッフや学生のコラ
ムを掲載。源流大学の活動と村の様子を紹介いたしま
す。HP→多摩川源流大学（http://genryudaigaku.com） 
 

＊ 小菅村の魅力を発信！特産品の商品開発披露イベ
ント！11月 22日（土）都内某所　 
小菅村には都会の人たちから見ると魅力的な資源が
たくさんあります。その資源をもっと多くの人に知っ
てもらうために、プロのデザイナーやコピーライター
の先生を招き商品を考える授業を行っています。こん
にゃく、じゃがいも等の小菅食材をテーマにするチー
ムや小菅村の新たなスイーツを開発するチーム等３チ
ームが毎週話し合いを行っています。 
 
＊ すでに満員御礼！自分で捌く「猟師と一緒に山歩き」
2015年 1月 31日（1泊2日） 
小菅村の猟師さんたちに協力をお願いして「猟師と
一緒に山歩き」というプログラムを開催しています。
山で獲物を追う猟師さんは私たちが普段行う山歩きと
は違う山の歩き方や見方をしているため。一緒に歩く
と全く違う世界を垣間見ることができます。 
運が良ければ事前に獲って保存しておいた「鹿」を
解体する作業を体験する事ができます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 26 年 7月 31 日午後 7時 30 分、国立市多摩川

河川敷に「国立まと火」が多摩川で初めて点火され、
多摩川河川敷で千余名の来場者が幻想的な松明の火
に酔いしれた。 
国立市では、過去

27年の間、秋田県合
川町と児童交流が行
われていたが、平成
17年の市町村合併の
ため交流が中断され
ていた。この度ク
リーン多摩川国立実
行委員会の 30周年記念事業として、河川敷で何かで
きないか検討していたところ、元児童交流会会員の
梅林修二氏から「まと火」の提案があり、実行員会
で調査することになった。 
本年 3月 21日春彼岸の中日に、合川でまと火があ

るとの情報が入り、元児童交流会会員のうち都合が
つく 5名　佐藤一夫氏、石塚陽一氏、川島操氏、梅
林修二氏、丸本　大が現地調査に北秋田市合川地区
へ飛んだ。 
積雪の風景の中に点々と灯る火がすばらしく、雪

の中を各地区のまと火を見学させてもらった。受け
入れてくれた合川地区の元児童交流会員の方々と懇
談し、まと火を国立市で行うことに同意していただき、
さらに応援に来て下さることになった。 
合川地区では、春彼岸の中日に各地区の墓場や寺

の周辺で点火され、夏のお盆の迎え火として各地区
合同で阿仁川の土手1200ｍにわたって、点火され「合
川ふるさと祭り」の一環として42回も実施されている。
まと火の起源は江戸初期に茨城から秋田移った佐竹
氏と地元の旧藩士との争いで多くの犠牲者が出し、
その霊を弔う為に火を灯したといわれ、現在38集落、
上小阿仁村周辺を入れると46集落が確認されている。 
国立市の谷保地区では8月 1日、2日がお盆となっ
ており 7月 31 日に迎え火を灯す習慣となっている。
本番は来年のためプレイベントとして、まと火を知っ
ていただくことが先決と急遽実施することになり「国
立まと火実行委員会」が4月早々発足し準備に入った。 
まと火の球（ダンポ）作りは、初めてのため木綿

の球作りは都会地では材
料の入手に問題があり困っ
ていたところ、幸いにも
市内の（株）藤波タオル
サービスの会長より、産
業廃棄物となっているタ
オルの洗濯時に出る糸く
ずを丸め乾燥した芯材と、
不織布を無償提供して頂
きそのテープを巻くこと
で素早く作れることが判
明し、それらで資材の準
備で50％以上既に出来上
がったことになった。 
早速、国立市老人クラブ連合会と協議し、多摩川
周辺のクラブの方々に材料をお届けして作って頂く
ことになった。 
多摩川河川敷 200 ｍを使用するため、関係行政機
関の協力をお願いし、約 600 個のダンポを市内の団
体や知人にお願いして、作っていただいた。６月末
には予定数のダンポが完成した。一方資金の調達には、
主に個人的な有志の協賛金をお願いして回り、急遽
の計画のため公の資金支援はなく、好意を持って迎
えてくださった団体や個人の方のお世話で集めさせ
て頂いた。 
開催当日、北秋田市からバス1台に中学生と「合川
まと火保存会」の計 36名が前日上京し、国立市民プ
ラザに宿泊し、午前中には立川市の極地研究所と防
災センターにご案内し、見学会を行い午後からは現
場で「北秋田→国立まと
火」の火文字の製作にあ
たった。国立市では第 3
中学校の生徒が 20 名参
加して、北秋田の中学校
と交流、点火作業を共同
で行った。 
国立まと火開催にあたり、市民参加のまと火行事
には、善意の有志と、無償で資材や物品の提供があっ
て実施できました。全面的に行政機関の協力もあり、
市民が共同して完成する事業が芽生始めた感がある。
来年は本番を迎えるため、今回の欠点を償ったイベ
ントにしなければと思っている。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩川台公園（大田区田園調布）の崖下に大きな

記念碑が、多摩川を見つめるように立っている。碑

面には、「多摩川治水記念碑」と深く刻まれ、左側に

内務省東京土木出張所長辰馬謙造書とある。この碑、

16年余の歳月を要して完成した国の直轄工事による

多摩川下流改修工事を伝えている。  

後ろ側に回る

と、この事業は

工費721万円を投

じて1918（大正7）

年4月に起工され、

1934（昭和 9）年

３月に竣工した

ことが分かる。

さらに 22 人の氏

名がずらりと記

され目をひくが、

いずれも技師や

技手など工事に

関係した内務省

の吏員ばかりなのが気になる。 

「多摩川改修工事概要」（内務省東京土木出張所）

によれば、改修工事は河口からさかのぼること約22km、

右岸は神奈川県橘樹郡高津村久地、左岸は東京府北

多摩郡砧村宇奈根にいたるまでが、工事対象区間と

なった。翌年度から、土地収用事務所が設置され、

改修に必要な用地の買収が始まった。 

その買収総面積は428町 8反余に及び、実際の土木

工事は、1920（大正 9）年度から人力掘削で始まり、

その翌年度から機械掘削や築堤工事へと移った。さ

らには護岸工事や低水路の機械浚渫も進み、昭和に

入ると、付帯工事も手がけるなど工事も著しく進捗

して、1932（昭和

7）年度には、ほ

ぼ工事は終了した。

途中、関東大震災

による工事中断も

余儀なくされた。

以後、多摩川沿岸

からは、1974（昭

和 49）年の狛江水

害を除いて、大水

害は姿を消し、沿

岸住民の悲願は達

成された。 

長い間、多摩川

下流域の住民は度重なる多摩川水害の苦患に痛めつ

けられてきた。とりわけ下流域右岸は深刻であった。

だからこそ当欄でしばしば指摘してきたように、自

らの生活を守り、地域の環境を改善するために互い

に知恵をしぼり、力を出し合って活動を続けてきた。

国や県への度重なる陳情・請願・抗議の行動、さら

には調査の数々に当った。 

ときには、あの濁流を必死の思いで渡って県庁へ

と押し向かった。警官とも対峙した。しぱしば会合

を重ね、知恵を出して妙案を練った。道路かさ上げ

工事に名をかりた代用堤防の発案や水防活動、築堤

工事への協力等など、力をあわせて労苦をともにし

てきたのだ。 

ときには、鋭く対立することもあった。とりわけ、

対岸東京府がわとの対立は、歴史的背景を有してい

ただけに複雑・深刻であった。その隘路も乗り越えた。 

どうであろうか。これら一連の動きのなかに、、地

域の問題は地域の主人公である住民が、その主導の

もとに解決に当るという、地域自治の原点ともいう

べき流れをみることができないであろうか。 

先の治水記念碑には、県を動かし、国を動かし築

堤を導いた人びとの功業は伝わってこない。去る 9

月 16日、アミガサ事件百年を迎えた。その 3日前の

13日（土）、市民の手によって「多摩川築堤　アミガ

サ事件百年」の記念碑が、上平間八幡大神の境内に

建てられた。すでに 95周年に設置の「アミガサ事件

集結の地」と題する解説板があり、記念碑と一体化

して築堤に献身した人びとは顕彰された。 

 

浅間神社下の多摩川治水記念碑 

アミガサ事件百年の記念碑 
（長谷川平三郎さん撮影） 

 



多摩川流域の各種団体等の 9月から 12月頃まで行われる環境活動に関する主な行事・イベント情報を紹介
いたします。 

１．第 7回多摩川子ども環境シンポジウムを開催（12月 6日 14時～ 16時半：フォレスト・イン昭和館／
昭島市） 

２．第 7回美しい多摩川フォトコンテスト審査結果公表（2月 2日） （応募受付：12月 31日まで） 
３ .「多摩の物語」の語り会（3月 4日：羽村市生涯学習センターゆとろぎ） 
４．第 7回美しい多摩川フォトコンテスト入選作品展 （3月 10日～ 15日：青梅市立美術館） 
５．「“美しき桜心の物語”の語り会」（３月２２日：大國魂神社／府中市） 
 
　問合せ先 
　美しい多摩川フォーラム事務局（青梅信用金庫　地域貢献部内）　担当：宮坂／土方／及川 
　TEL：０４２８－２４－５６３２　FAX：０４２８－２４－４６５０ 
　E-mail：forum@tama-river.jp　URL：http://tama-river.jp 
 

第 2回多摩川流域歴史セミナー・第 43回多摩川流域セミナー開催のお知らせ 
日　時　2014年 1月 18日 (日 )　9時半より 
場　所　府中市郷土の森博物館（東京都府中市南町6-32） 

アクセス【ちゅうバス（府中市コミュニティバス）】 
［南町・四谷循環］に乗車→「南町二丁目」または「芝間稲荷神社」で下車 

参加費　無料（なお、博物館への入館料 200円が別途必要です）　　　　　　　　　　　　　　　　 
テーマ　『多摩川の歴史と川づくり（予定）』 
内　容　多摩川流域セミナーでは多摩川の現場見学と、多摩川の自然や水辺の楽校の活動発表、河川整

備などに関する話題提供を実施。その後、川づくりに関する意見交換会を開催します。また、
午後からは同会場にて歴史的な目線から多摩川をより深く知る、多摩川流域歴史セミナーを開
催します。セミナー終了後は府中市郷土の森博物館内を自由に見学可能。 
詳細は未定。決まり次第、京浜河川事務所のホームページでお知らせ致します。 
京浜河川事務所ホームページ 
→　http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00123.html 
お申込み・お問い合わせ先：多摩川流域懇談会連絡事務局　みずとみどり研究会 
連絡先　TEL/FAX ０４２－３２７－３１６９     E-mail：mizutomidoriken@ybb.ne.jp 

 
 

○世田谷トラストまちづくりビジターセンター「身近な自然と触れ合うミニイベント」 
・原則毎月第 4土曜日　午後 1時 30分～ 3時（　2/28は午後 1時～ 3時） 
～世田谷区成城 4－ 29－ 1（野川沿い）　※要申込／TEL．03-3789-6111 
・「みどりの上映会」毎週土曜日　午前 10時～午後 3時　随時・申込不要 
 
【申込・問い合せ先】（一財）世田谷トラストまちづくり　トラストまちづくり課 
TEL０３－６４０７－３３１１　FAX０３－６４０７－３３１９  
財団HP　http://www.setagayatm.or.jp/ 
 



●野外イベント日程　 
・12/20（土）昭島市内の多摩川流域化石採集会 
・  1/17（土）狛江市宿河原付近多摩川化石採集会　 
・  2/21（土）昭島市大神町付近多摩川化石採集会 
・  3/14（土）日野市栄町付近多摩川化石採集会 
（参加者申込み確認後・詳細内容につき別途ご案内いたします） 
 
●室内作業日程　「調べ学習・化石のプレパレーション作業」 
※希望者につき　別途ご案内の室内調べ学習会場は以下の通りです。 
※都度 5名定員締め切り　要・事前申し込み　 
場　所：〒 208-0003 武蔵村山市中央 3-20-7 バス停：武蔵村山市役所下車徒歩 3分 

★野外・室内共に参加費：1,000円（資料代、レク保険別途）当日徴収致します。 
 
◎申し込み方法 

上記日程の参加申し込み、入塾希望者は下記のメアドからご連絡ください。 
メールにて住所・氏名・学年など，連絡先を明記の上，送信願います。 
※連絡先：mailto:geo@extra.ocn.ne.jp> 　福嶋　徹 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
GeoWonder 企画　むさしの化石塾　　 
〒 208-0003 東京都武蔵村山市中央 3－ 20－ 7　MKJ事務所 
むさしの化石館　０４２－５６７－１０９５（FAX) 
むさしの化石塾　代表　福嶋　徹　 
Mail: geo@extra.ocn.ne.jp　URL : http://fossils.blog.ocn.ne.jp/ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 
国土交通省河川協力団体　とどろき水辺の楽校 
(運営） 
ＮＰＯ法人　とどろき水辺　　理事：事務局　鈴木　眞智子 
〒 212-0004　川崎市幸区小向西町 3丁目 64 
電話・ＦＡＸ　044-201-1493　　携帯：090-5814-9604 
Eメール：machiko@todoroki.org　info@todoroki.org 
ＨＰ：http://www.todoroki.org/ 

　★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 
 
 
 
 



＊　ふれあい移動水族館・おさかなポストの会　山崎充哲    
申し込み・問い合わせ　メールアドレス　RiverRanger777@gmail.com　　TEL：090 － 3209 － 1390   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



　下記研究対象テーマに掲げた調査や試験研究に意欲のある方であれば、どなたでもご応募いただけ
　ます。 
 

①産業活動または住生活と多摩川およびその流域との関係に関する調査および試験研究 
② 排水・廃棄物等による多摩川の汚染の防除に関する調査および試験研究 
③多摩川およびその流域における水の利用に関する調査および試験研究 
④シンポジウム、音楽会あるいは出版等による環境啓発活動や、歴史的な遺産あるいは社会システ
　ムの維持保全・回復運動等、多摩川及びその流域における環境保全や文化の創造に広く寄与する
　もの。 
 

当財団所定の申請書に必要事項を記入、捺印の上、財団宛ご提出下さい。 
「募集要項」「申請書」はホームページ上からダウンロードしてください。 
　　http://www.tokyuenv.or. jp/invite 
 

2015（平成27年）年3月に開催予定の当財団選考委員会で選考のうえ、 
理事会に諮って最終的に決定致します。 
 

①ご応募にあたっては当財団の定める「調査・試験研究助成に関する調査・試験研究の選定基準、
助成の方法、調査・試験研究の実施方法、助成金の支払い方法ならびに調査・試験研究者の個人
情報の保護の方法に関する規程」を必ずお読み下さい。 

②過年度に不採用となった調査や研究の再応募は受付けておりませんので、同一の調査・試験研究
課題で再応募される場合は、前回のものと調査や試験研究の内容のちがいがよく判るよう工夫して、
申請書をご作成下さい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ続く） 

 



●  発　行　日　平成26年 12月 1日 
●  編集兼発行　公益財団法人 とうきゅう環境財団 
　　　　  〒 150 －0002　渋谷区渋谷1－16 －14 

（渋谷地下鉄ビル5F） 
TEL （03）3400 － 9142 
FAX （03）3400 － 9141 

　　　　 ホームページ　http://www.tokyuenv.or.jp/ 
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※印刷所　雄文社　〒330-0061 さいたま市浦和区常盤9－11 －1　TEL（048）831 － 8125

 

 西　本　定　保 東京急行電鉄株式会社　顧問 
［  池　島　政　広 亜細亜大学　学長 
　 石　渡　恒　夫 京浜急行電鉄株式会社　取締役会長 
　 植　木　正　威 東急不動産ホールディングス株式会社　取締役会長 
　 大須賀　　　彦 小田急電鉄株式会社　取締役会長 
　 加　藤　　　奐 京王電鉄株式会社　取締役会長 
  小　長　啓　一 東京急行電鉄株式会社　取締役 
  小　沼　通　二 東京都市大学　名誉教授 

  中　村　英　夫 東京都市大学　名誉総長 
  中　村　良　夫  東京工業大学　名誉教授 
  涌　井　史　郎 東京都市大学　教授 

 小野木　喜　博 当財団　事務局長 
 岩　田　哲　夫 東京急行電鉄株式会社　常勤監査役 
 井　原　國　芳 東京急行電鉄株式会社　顧問 

 海老原　大　樹 東京都市大学　名誉教授 
 越　村　敏　昭 東京急行電鉄株式会社　取締役会長 
 佐々木　謙　二 横浜商工会議所　会頭 
 鈴　木　　　學 株式会社　日立製作所　技監 
 高　橋　　　裕 東京大学　名誉教授/選考委員長  
 鳥　井　信　吾 サントリーホールディング株式会社　取締役副社長 
 水　田　寛　和 株式会社　東急百貨店　顧問 
 山　口　裕　啓 学校法人　五島育英会　理事 
 山　田　長　満 川崎商工会議所　会頭 
 横　溝　英　樹 株式会社　東芝　関東支社長（兼）総合営業部長 

 高　橋　　　裕 東京大学　名誉教授 
 奥　山　文　弥 東京海洋大学　客員教授 
 小　堀　洋　美 東京都市大学　教授 
 小　宮　輝　之 上野動物園　元園長 
 斎　藤　　　潮 東京工業大学大学院　教授 
 新　藤　静　夫 千葉大学　名誉教授 
 鈴　木　信　夫 昭和女子大学　客員教授 
 田　畑　貞　寿 （公財）　日本自然保護協会　顧問 
 土　屋　十　圀　 前橋工科大学　名誉教授 
 寺　西　俊　一 一橋大学大学院　教授 

設　　　立 2010年 10月 1日 
主　務　官　庁  内閣府 
基　本　財　産 978百万円 
財　　　源 基本財産等の運用収入並びに寄付金 
事　業　内　容 研究助成事業 
１研究助成 総助成件数　1,169件 
　　　　　　　（学術731件、一般438件） 
 総助成金額　1,382百万円 
２学習支援 副読本制作配布　278千部 
印刷刊行物　　研究助成成果報告書学術編 
　　　　　　　研究助成成果報告書一般編 
　　　　　　　環境副読本（毎年）7,000部 
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